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会議顛末書 

 記 録 者 主事 石川 純 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

       

件 名 令和６年７月定例庁議 

年 月 日 令和６年７月１日（月） 

時 間 午前９時～午前 11 時 20 分 

場 所 ３階庁議室 

欠 席 者 中嶋議会事務局長 

内 容 

【審議事項】 

１ 第３期子ども・子育て支援事業計画の策定について 

 

資料に基づきこども家庭課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 合計特殊出生率の算定方法について、厚生労働省と本市では、外国籍の方の取扱

いが異なっているため、計画書に説明を加えるなど、誤解を招かないようにした

方が良い。 

 

・ 今後、保育需要が高まったとしても、少子化の影響により全体の人数は減ること

が予想される。そのような場合、これまでと異なる課題が顕在してくることも想

定されることから、そういった視点も踏まえて書き方を工夫してもらいたい。 

 

・ 「1 号認定こども」という表現は、一般的には分からないので、分かりやすい表現

に修正していただきたい。 

 

・ 「少子化の大きな要因は、男性の長時間勤務にある」という意見が徐々に浸透し

てきている。男性の働き方改革について、計画に位置付けていただきたい。 

 

・ 基本理念について、原案だと主語が異なる内容が一文で表現されている。２つに

分けるなど、修正してもらいたい。 

 

《協議結果》 

 

指摘事項を修正し、市長・副市長の了解を得た上で、審議会への付議等進めること 

 

２ 「わがまちクリーン大作戦」に係る実施方法の見直しについて 

 

資料に基づき生活環境課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 道路等に捨てられた廃棄物は、すべて不法投棄に当たる。単に不法投棄という表

現ではなく、「処理が困難なもの」や「粗大ごみ」など、表現を検討していただき

たい。 
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 ・ 当該見直しと併せて、ＬＩＮＥによる通報システムの導入を進めること。 

 

《協議結果》 

 

了承 

 

３ （仮称）道の駅龍ケ崎指定管理候補者への損害賠償金の支払いについて 

 

資料に基づきまちの魅力創造課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 相手方の実施した調査等の業務について、実態を確認することはできるのか。 

  ⇒ 前後の本市とのやり取りなどから、必要な作業と判断している。 

  → 弁護士にも確認を取り、自然な業務の範囲であると回答を得ているとのことで

あるが、業務の必要性や作業時間の裏付けとなる資料については、できる限り揃

えておいてもらいたい。 

 

《協議結果》 

 

了承 

 

４ 外郭団体のあり方に関する基本方針（案）について 

 

資料に基づき企画課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 外郭団体のあり方に関する基本方針（案）の８ページについて、まちづくり・文化

財団の設立目的に照らして、現状がどうであるのかという点を補足した方が良い。 

 

《協議結果》 

 

了承 

 

【報告事項】 

５ 令和 6～7 年度（仮称）長山中学校区義務教育学校整備工事の工事請負契約につい 

  て 

 

資料に基づき教育総務課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

  特になし。 

 

６ （仮称）長山中学校区義務教育学校の校名公募及び今後のスケジュールについて 

 

資料に基づき教育総務課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 応募資格について、住所を突合して確認するのか。 

  ⇒ リストを作成して確認する。 

７ ふるさと納税母校応援ガバメントクラウドファンディングの実施について 
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資料に基づき商工観光課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

・ 連携事業は、市と４校の枠組みで考えているのか。 

  ⇒ 市と４校の１本ではなく、学校ごとにできるよう４つの受け皿を用意する。 

 ・ ガバメントクラウドファンディングは、他の自治体では実績は多いのか。 

  ⇒ 県内では少ないが、全国的には多い。 

 

８ ノーコードツールの試験運用について 

 

資料に基づきデジタル都市推進課より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

   

  特になし。 

 

【その他】 

 

  特になし。 

 

要 措 置 事 項  

情 報 公 開  公  開  

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

公開が可能となる時

期（可能な範囲で記

入） 

年  月  日 


